
津田研究室紹介

有機化学→高分子化学→機能有機材料・物性

を総合的に研究



現在の研究テーマ

• 長鎖アルキル基を有する可溶性ポリイミドの
合成と物性

• 側鎖に長鎖アルキル基を有するポリイミドへ
の光照射による表面濡れ性制御とフレキシブ
ルエレクトロニクスへの応用

• ポリイミドの電子材料・機能性材料への応用



TN（Twisted Nematic)-液晶ディスプレイ

OFF  (0V) ON  (5V)

Incident light Incident light

Light pass Light shut down

Polarizer

LC molecules align pararell.

Poralizers are crossed.



Pretilt angle
•Prevent the generation of disclinations
•TN mode; 4-5o

Vertically aliened nematic LCDs
*Pretilt angle; ~90o

ポリイミド液晶配向膜
LC molecules

Glass substrate

LC molecules

Alignment film

Alignment film

LC molecules

Pretilt angle
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【従来型ポリイミド】

【可溶型ポリイミド】

Poly(amic acid)溶液⇒塗布 ⇒ 熱イミド化 ⇒ フィルム化

Polyimide溶液⇒塗布 ⇒ 加熱（溶媒除去） ⇒ フィルム化

欠点
プロセス的に手間がかかる
ポリマー物性が制御し難い

ポリイミドは・・・

利点：優れた耐熱性を持つ機能性材料

欠点：有機溶媒への溶解性が乏しい

溶媒可溶型ポリイミド

300-350℃

150-200℃
利点

低温焼成
イミド化時の制御が容易



ポリイミドの可溶化方法
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脂環式骨格の導入

フッ素基の導入

長鎖アルキル
基の導入



長鎖アルキル基を有するジアミンモノマ
ー（ポリイミド原料）の合成
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長鎖アルキル 1個

長鎖アルキル基 複数個 （デンドリマー型）



光反応性溶媒
可溶型ポリイミド



O
O

O O

O O

NH2H2N

O

光反応性溶媒可溶型ポリイミドの例
（ジアミンモノマーの合成例）

10G1-DPCPBA

4-(3,5-diaminophenylcarboxy)phenyl 3,4,5-tris(decyloxy)benzoate

3個のデシル基を有する

2個のフェニルエステル
結合を有する



Pd / C

MeOH / CH2Cl2

10G1-DPCPBAの合成
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ポリイミド合成

1) r.t. , 24h, in NMP

2) Pyridine , Ac2O
    120℃, 4h, in NMP



UV照射・接触角測定

0J
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4J

6J

8J

OH

CH

IR(ATR, Ge prism) spectra of polyimides 
based on DSDA / 10G1-DPCPBA 

UV照射エネルギーが増大すると
2920cm-1と2850cm-1のアルキル基のピークが減少
2750-3700cm-1の幅広いカルボキシル基のピークが増大

UV照射によりポリイミドの側鎖末端が長鎖アルキル基からカル
ボン酸または水酸基に変化

UV照射前
接触角 : 
100°

UV照射後 (8J)
接触角 : 17°

UV照射



実験室での実験テクニック（重合）

ポリアミック酸（重合）

イミド化反応 イミド化反応（ゲル化の例）

薬品計量





UV照射・接触角の測定

①UV光の
照射

②接触角計 ③水滴

④接触角の測定

⑤ＩＰＡ洗
浄

表面に、切断された構造の
一部が残留している可能性
があるため、ＩＰＡによる洗浄
で残留物を取り除く！ＩＰＡ洗
浄後は再び接触角とＡＴＲの
測定を行い、洗浄の効果を
確認した。





こんな人を募集しています

・有機合成・高分子合成・機器分析のテク
ニックを身に付けたい人。再結晶、蒸留、
合成反応、カラムクロマトグラフ、NMR,IR,
熱分析など。

・先端材料開発にチャレンジしたい人。

・根気良く長時間ラボで実験ができる人



• 研究開発 R&D

・ Research ＆ Development

・ Romance ＆ Dream
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